
 
 
 

 

 

 

 

 
 

６種類の条件設定 

教科書に示されている「水、空気、適当な温度の３つ」の条件以外にも、児童が 

これまでの活動で学んだことを基に「土、養分、日光」という条件も挙げることが 

予想される。この６種類の条件で実験を行うことで、児童が主体的に活動すること 

ができるようにする。 

３種類の植物を扱う 

  教科書で扱うインゲンマメの他に、カイワレ大根とラディッシュを扱うことで、 

子どもの「もっと知りたい」「確かめたい」という探求心を刺激し、主体的に活動 

できるようにする。また、複数の植物で検証を行うことで、立てた仮説から導き出 

す結論に、信ぴょう性をもたせる。 

ロイロノートの活用 

結果をまとめたり、結果を基に考察したりする場面では、思考が複雑になること 

が予想されるため、思考を整理するためにロイロノートのシンキングツールを活用 

する。 

 学習の流れを見通すことができる掲示物の活用 

「めあて、予想、仮説、実験・観察、結果、考察、結論、振り返り」の理科学習 

の進め方の流れを児童が身に付け、見通しをもって問題解決できるように教室に 

掲示する。 

 

 

研究主題に迫る手立て 

本単元における主体的に問題解決しようとする児童の姿 

 

 

既習事項を生かし、根拠をもって予想や仮説、考察を考

え、図や言葉で表現できる子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

複数の植物で検証を行うことで、導き出す結論

に、説得力をもたせることができました。 

条件ごとにロイロノー

トに記録することで結果

を視覚的に見やすくする

とともに、全体で共有し

やすくしました。 

児童は、シンキングツールを使って思考を整理し、仮説を

基に話型を用いて結果から考察を導いていました。 

 

結果に違いが出たので、実験結果の再検討・実験を行い、再度検

証する時間をとる必要がありました。また、シンキングツールにつ

いては、今後自分で選択して学習で使えるようになることが目標に

なります。 


